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至 令和８年３月３１日 

 

                                         

１． 概  況 

本会は、法人会の理念である「税のオピニオンリーダーとして、企業の発展を支援し、地域の振興

に寄与し国と社会の繁栄に貢献する」ことを目的に、税関連の公益目的事業をはじめとする諸事業や

地域に寄り添った社会貢献活動を行っております。 

 令和７年度におきましても、「税の啓発活動」、「税制提言活動」、「地域企業発展への支援活動」、

「地域社会貢献活動」等の公益事業を中心に、「会員の福利厚生促進支援」、「会員間の親睦・交流」

に資する事業活動を行い、期初計画した事業を滞りなく開催することができ、皆様のご支援とご協力

に感謝申し上げます。 

税の啓発活動として、「新設法人説明会」、「決算期別説明会」、「DX 説明会」、「法人会指定税務

講習会」、「青年部会税務研修会」、「女性部会税務研修会」、青年部会による小学６年生のクラスに

出向いての「租税教育活動」、女性部会による市内全校の小学６年生を対象とした「第１０回税に関す

る絵はがきコンクール」等を実施し、絵はがきコンクールでは、過去最高となる２，９５９点の応募作品

がありました。 

税制提言活動では、毎年実施している税制改正提言にて、中小企業の租税負担の軽減、適正公

平な課税・税制等を「令和８年度税制改正に関する提言」に反映させ、各市長、地元選出国会議員へ

の要望陳情活動を、例年通り実施しました。今後も、中小企業支援策に焦点をあて税制提言活動を

実施して参ります。 

地域企業発展への支援活動として、「初級簿記講座」、「ビジネス基礎力研修会」、「法人会特別講

演会」、「青年部会経営研修会」、「女性部会特別講演会」、「ビジネスカフェ」を多くの方に参加いただ

き開催しました。 

地域社会貢献活動として、各支部が実施した「新座市民まつり」、「日本赤十字社の献血協力」、

「黒目川花まつり」、「朝霞市民まつり」、「川と街をきれいにする運動」では多数の来場者のもと実施し

ました。また、女性部会が行う通年のエコキャップ・使用済み切手の回収運動は、医療支援・障害者

支援、世界の子供へのワクチン支援を目的に実施しました。 

会員の福利厚生促進支援では、万一の場合に備えて、「１社でも多くの会員企業を守りたい」という

理念のもと、提携生損保３社と連携を取りつつ取り組んでまいりました。また、会員間の親睦・交流事

業も、総会懇親会、各支部賀詞交歓会等、多くの方に参加いただき実施しました。 

本会は、運営体制の充実を図り、公益目的事業を適正かつ円滑に実施するため、外部理事・外部

監事を選任し、理事会及び監事会によるガバナンス機能の強化に努めております。理事会を適切な

頻度で開催し、事業計画、予算及び重要な業務執行について審議を行っており、また、監事による業

務及び会計の監査を実施し、法人運営の適正の確保に努めております。 

当事業年度の各支部、各委員会、各部会の活動の詳細は次頁以降に記載の通りです。 
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２． ４支部（朝霞・志木・和光・新座） 

４支部では、下記の通り、それぞれ会員ならびに非会員を対象とした交流による地域の発展・活

性化を目的として社会貢献活動を積極的に展開しました。また、地域企業の異業種交流並びに情

報交換等を目的とした賀詞交歓会・親睦研修の開催を諸会議で検討のうえ実施しました。 

 

（１） 朝霞支部   

朝霞支部は事業計画に基づき、地域社会貢献活動の一環として、「朝霞市民まつり」（令和７年

８月２日～３日）、「黒目川花まつり」（令和８年３月２８日～２９日）に参加しました。「朝霞市民まつ

り」では、青葉台公園にて法人会ブースを設けて法人会の PR を行うとともに、鳴子チームへの給

水活動を行いました。また、「黒目川花まつり」では、法人会ブースにおいて法人会の PR 並びに

税の普及活動を行い、またホットドッグ売上金と募金、合わせて１３６，０４４円を「さいたま緑のトラ

スト運動」として埼玉県へ寄付しました。 

賀詞交歓会（令和８年２月１２日）は、来賓もお招きして盛大に開催し、会員間の親睦を深めまし

た。 

（朝霞支部に関連した事業・会議等詳細は、８、１７、１８、１９ ぺージ に記載） 

 

（２） 志木支部 

志木支部は事業計画に基づき、地域社会貢献活動の一環として、例年実施する「川と街をき

れいにする運動」（令和７年５月１０日、１０月２６日）に参加予定でしたが、両日とも雨天中止とな

りました。 

また、志木市コミュニティ協議会にぎわい創出委員会メンバーとして、「さくらフェスティバル」

（令和８年３月２８日～２９日）への参加を行うとともに、「いろは親水公園四季の花畑ゾーンの除

草・植栽作業」を年間通して行いました。 

支部親睦研修旅行（令和７年１１月７日）は国立西洋美術館を見学後、屋形船での料理を堪

能、また、賀詞交歓会（令和８年１月２０日）は、来賓もお招きして盛大に開催し、会員間の懇親

を深めました。 

       （志木支部に関連した事業・会議等詳細は、８、９、１７、１８、１９ページ に記載） 

 

（３） 和光支部  

和光支部は事業計画に基づき、地域社会貢献活動の一環として、「日本赤十字社への献血

協力」（令和７年９月１１日）を、支部・青年部会・女性部会の会員の協力もいただき実施しました。

当日は、参加総数７４名と、多くの方の協力をいただき、併せて、税の啓発用冊子の無料配布を

行い法人会の PR に努めました。 

支部親睦研修旅行（令和７年１１月２９日～３０日）は、サントリー白州醸造所、上諏訪温泉に

行き、また、賀詞交歓会（令和８年２月６日）を盛大に開催し、会員間の親睦を深めました。 

（和光支部に関連した事業・会議等詳細は、９、１７、１８、１９ページ に記載） 
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（４） 新座支部 

       新座支部は事業計画に基づき、地域社会貢献活動の一環として、友誼団体との連携のもと「新 

座市民まつり」（令和７年１０月１２日～１３日）に参加しました。当日は、新座市役所駐車場内の会

場にて、支部・青年部会・女性部会の協力のもと、うどんを販売し、売上代金の一部７５，７９８円を

新座市コブシ福祉基金へ寄付しました。 

支部親睦研修旅行（令和７年１１月１３日）は、豊洲の千客万来やスカイツリーを見学し、アサヒ

ビール本社ビルのイタリア料理を堪能しました。また、賀詞交歓会（令和８年１月２０日）は、来賓も

お招きして盛大に開催し、会員間の親睦を深めました。 

（新座支部に関連した事業・会議等詳細は、９、１７、１８、１９ページ に記載） 

 

３． 総務委員会 

    総務委員会は事業計画に基づき、以下の諸事業を実施しました。 

(１) 第１４回定時総会開催準備並びに議事運営の統括を実施しました。また、第１４回定時総会では、

外部理事・外部監事を選任し、理事会及び監事会によるガバナンス機能の強化に努めております。 

(２) 令和７年度予算の執行状況を確認、並びに令和８年度予算案の取りまとめを行いました。 

(３) 「職員就業規程」改定、「育児・介護休業規程」制定等、法改正に基づく規程見直しを行いました。 

（４） 事務局による訪問集金等を実施し回収に努めた結果、会費未納先は 8 件となっております。 

（総務委員会に関連した事業・会議等詳細は、１０、２０、２１ページ に記載） 

 

４． 組織委員会 

組織委員会は事業計画に基づき、以下の諸事業を実施しました。また、会員増強と福利厚生制

度推進との相乗効果を図るため、厚生委員会と「組織・厚生合同委員会」を開催しています。 

(１) 税務署・税理士会・地元金融機関・提携生損保・法人会による五者懇談会を福利厚生連絡協議会

と合同で開催しました。令和６年度に続き、初年度会費免除キャンペーンを展開しつつ、「役員によ

る１人１社の新規会員獲得運動」を始めとする各支部単位での加入勧奨、地元金融機関からの紹

介、提携生損保との連携を中心に実施しました。 

(２) 新規会員獲得の令和７年度実績は、紹介元の地元金融機関の裾野拡大が定着しつつあり、前期と

ほぼ同水準の５６社となりましたが、休廃業・移転、営業不振等による退会があり、３月末会員数は、

前期比１５社少ない１，８９７社となりました。 

〇会員数移動状況                                      

期間  

支部名 

63.8.31 6.3．31 7.3．31 8.3.31  

会員数 

（社） 

会員数 

（社） 

加入率 

（％） 

会員数 

（社） 

加入率 

（％） 

所管法人数 

（社） 

会員数 

（社） 

加入率 

（％） 

朝霞支部 1,067 588 25.9 592 24.8 2,429 584 24.0 

志木支部 474 388 29.0 385 27.8 1,408 383 27.2 

和光支部 395 301 24.8 297 23.1 1,311 298 22.7 

新座支部 833 655 22.6 638 20.9 3,130 632 20.2 

合計 2,769 1,932 25.0 1,912 23.6 8,278 1,897 22.9 

                  ↑               ↑                    ↑ 
       （所管法人数 7,719 社） （所管法人 8,109 社）   （内訳:正会員 1,673 社･賛助会員 224 社） 

（組織委員会に関連した事業・会議等詳細は、１１、２０ページ に記載） 
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５． 研修委員会 

研修委員会は事業計画に基づき、地域企業の健全な発展に資する事業として税務・経営・経理を 

はじめ会員・非会員を問わず、ニーズに即した研修事業を実施しました。 

（１）税務当局、税理士会の協力のもと、｢新設法人説明会｣｢決算期別説明会｣「DX 説明会」｢年末調整説

明会」を、隔月で計１８回開催し、出席者は会員並びに非会員あわせて延べ２８３名にのぼりました。 

（２）初級簿記講座、ビジネス基礎力研修会を会催し、延べ１０８名の参加がありました。 

（３）著名な講師をお招きし、時局に合ったテーマを選択して特別講演会を２回実施しました。講師は、国

際政治学者の前嶋和弘氏、銀座クラブのママの日髙利美氏で、延べ１３２名の出席者を集め開催し

ました。 

（４）昨年度より開始した会員向けサービスのインターネットセミナーは、年間で延べ約８，０００件のアクセス

がありました。７００本以上のセミナーがオンデマンド配信されており、対面での研修と併用することで、

会員が希望する研修テーマのメニューが増えています。 

（研修委員会に関連した事業・会議等詳細は、１０，１１、１４、１７、２０ページ に記載） 

 

６． 税制委員会 

税制委員会は事業計画に基づき、税制改正提言の取りまとめ・提言活動等の諸事業を実施しまし 

た。当会は、会長が一般社団法人埼玉県法人会連合会の税制委員長の委嘱を受け、また公益財団 

法人全国法人会総連合の税制常任委員の委嘱も受けているため、税制改正提言案の策定にも関与 

しています。 

（１）税制に関して意見具申することが税制委員会の重要活動であり、「令和８年度税制改正に関する提

言」へのアンケート調査を全役員向け、全会員向けに発信し、Web 上での回答を依頼した結果、役員

全員から計７０件の回答をいただきました。調査結果は県連を通じて、全法連が取りまとめ提言書を

作成し、当会では各市長・地元選出国会議員に直接持参し要望陳情活動を行いました。 

（２）令和７年１０月１６日、第４１回法人会全国大会（高知大会）での税制改正要望式典には会長はじめ５

名が参加しました。 

（３）令和７年１１月４日、「法人会指定税務講習会」を開催しました。朝霞税務署長が講師となり、「税のよも

やま話」というテーマで講演をしていただき、３２名の出席者を集め、好評を博しました。 

（４）令和７年１１月１４日、「税を考える週間」の中で、朝霞税務署と管内納税協力団体協議会との共催によ

り、朝霞駅前にて法人会 PR 用チラシを含む税の啓発活動グッズを配布しました。 

   （税制委員会に関連した事業・会議等詳細は、１１、１５、１６、17、１９、２０、２１ページ に記載） 

 

７． 広報委員会 

広報委員会は事業計画に基づき、ホームページ並びに広報誌による税情報の発信を基本に一般

の方にも広く親しんで貰えることを念頭に活動を行いました。 

（１）広報誌「法人ＮＡＶＩ」の発行は、年３回行い、掲載記事は役立ち・楽しめる内容となるよう編集に工夫

をこらしました。また、当会 QR コードを作成し、広報紙の表紙に掲載しました。読み取ると、当会ホーム

ページを閲覧出来ます。QR コードは、その他一部の印刷物にも掲載しております。 
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（２） 当会のホームページについても税制アンケート用バナーを貼り、当会ホームページから回答できるよう

にしました。また、講演会・研修会・各支部で実施した社会貢献活動など、その都度、画像を更新し、

会の活動がわかるよう掲載しています。 

   朝霞法人会ホームページのアドレス（http://a-hojinkai.or.jp/） 

（３）屋外の法人会｢看板｣の設置は、本会の PR 活動の一環として、朝霞、志木、和光、新座市内に設置さ

せていただいております。 

      （広報委員会に関連した事業・会議等詳細は、１１、１６、２０、２１ページ に記載） 

  

８． 厚生委員会 

厚生委員会は事業計画に基づき、福利厚生制度加入拡大キャンペーン「Challenge100」を展開し、

「１社でも多くの会員企業を守りたい」の想いに立ち返り、提携生損保と連携して、加入企業と新規契

約数の拡大を図ってきました。令和７年度の実績は以下の通りですが、契約事務手数料は、公益目的

事業助成金として会費収入と並ぶ重要な運営資金として活用されます。      

〇経営者大型総合保障制度（大同生命保険株式会社） 

役員加入率（７０％以上目標） 青年部会新契約企業（単位：社） 女性部会新契約企業（単位：社） 

対象数 目標 加入率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 

６２ ４２ ６７．７％ ４ １ ２５．０％ ３ ５ １６６．７％ 

 

新契約保障金額（単位：万円） 新規企業数（単位：社） 紹介獲得件数（単位：社） 

目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 

274,000 385,600 １４０．７％ １５ １６ １０６．７％ ２７ ２２ ８１．５％ 

〇ビジネスガード（AIG損害保険株式会社） 

新規企業（単位：社） 取扱企業（単位：社） 請求保険料（単位：千円） 

目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 

２４ ２６ １０８．３ ３９０ ４０８ １０４．６％ 320,000 309,118 ９６．６％ 

〇がん保険（アフラック生命保険株式会社） 

役員企業加入率（単位：社） 新契約保険料（単位：千円） 転入保険料（単位：千円） 

目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 

４１ ３５ ８４．５％ ８，７７３ １２，２９９ １４０．２％ １，８２８ ２，２０３ １２０．６％ 

 

（１） 生活習慣病健康診断ならびに一般定期健康診断の利用は、会員向け特別料金の設定により多くの

申し込みをいただきました。会員企業の福利厚生の一層の充実を図るため、未利用会員は新規の利

用をお願いします。（令和７年度６回実施） 

（２）組織委員会との共同開催で「ビジネスカフェ」を計４回開催しました。企業が抱える課題の中で、令和７

年度は「採用・長期雇用のポイント」を共通テーマとして、「人材育成」「健康経営」「AI」について一方的

な研修形式ではなく、双方向での意見交換により、他社事例の共有等を行いました。 

（厚生委員会に関連した事業・会議等詳細は、１１、１９、２０ページ に記載） 

http://a-hojinkai.or.jp/


令和７年度事業報告 

９．青年部会 

青年部会は事業計画に基づき、青年経営者が中心となり下記の様々な活動を実施しました。 

（１）第３９回全国青年の集い山梨大会（令和７年１１月２０日～２１日）は１０名の部会員が参加しました。 

（２）青年部会経営研修会は、令和７年１２月２日、株式会社リフレクト代表取締役三好淳一氏を招聘、AIに

ついて講演を行い、一般を含め多数の参加者があり、好評を博しました。また、青年部会税務研修会

は、令和８年２月１３日、税理士澤木伸哉氏による研修を実施しました。 

（３）次代を担う児童・生徒に税の意義や役割を正しく理解してもらい、税に対する理解が国民各層に広が

っていくことを目的として、小学校に出向いての租税教室を令和７年５月から７月にかけて計４回行い

ました。また朝霞税務署主催の租税教室講師説明会に参加しました。 

（４）令和７年１０月２８日、親睦事業としてキラナガーデン豊洲にてバーベキューを行いました。３４名の参

加者があり、大いに盛り上がり親睦を深めました。 

（青年部会に関連した事業・会議等詳細は、１２、１５、１６、１７、２０，２１ページ に記載） 

 

１０．女性部会 

女性部会は事業計画に基づき、女性経営者が中心となり下記の様々な活動を実施しました。 

（１） 女性部会税務研修会は、計画に基づき年 2 回、令和７年７月１８日と令和８年２月１０日に税理士川名

洋平氏による研修を開催しました。 

（２） 第１９回全国女性フォーラム北海道大会（令和７年９月１８日）には７名参加しました。また、第２０回全 

国女性フォーラム埼玉大会開催に向け、年間を通して実行委員会に参加し準備を行ってきました。 

（３）女性部会特別講演会を令和７年１０月１５日に落語家春風亭柏枝氏を招聘し開催しました。一般参加

を含む７６名の参加者があり、落語での楽しい時間を過ごし好評を博しました。 

（４） 第１０回税に関する絵はがきコンクールを実施。管内の小学校４４校の６年生を対象として、「税の大

切さ」、「税の果たす役割」について学び、その知識や感想を絵はがきにすることで、税に対する理解

をより深めてもらうことを目的に行っています。６月に募集を開始、過去最高の２，９５９点の応募があり

令和７年１１月１２日に優秀作品の表彰式を納税表彰式の式典の場で実施しました。 

（５）令和８年３月１１日、親睦事業としてヒンメリワークショップと懇親会を開催しました。１８名の参加者があ

り、部会員間の親睦を深めました。 

（６）女性部会南部ブロック（朝霞・浦和・大宮・上尾の４法人会）にて夏休み親子タックスツアーを令和７年

８月１９日に開催しました。小学生と親を対象に税務署担当官が講師となり租税教室を実施した後、グ

リコピアイーストの見学を行い、朝霞法人会からは一般参加を含む２４名の参加がありました。 

（７） 通年で女性部会としてエコキャップ回収推進運動を行い、活動した結果、エコキャップの受領個数 

５０，５００個（累計個数７５２，４３２個）をエコキャップ推進協会へ贈呈しました。 

（女性部会に関連した事業・会議等詳細は、１３、１５、１６、１８、２０、２１ページに記載） 

 

 

 

 

 


